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を
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藤
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潰
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运
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値
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滅
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、
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薩
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仕
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滿
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潇
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る c
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、
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ら
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.
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：
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近
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濟
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ら
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搬
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濟
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濟
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近
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。
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れ

丨
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度
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向
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光
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を
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菩
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。
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：

.
,

,

«
は〔

日 

< 
食
料
の
增
.
»は
，篥
#
級
.數
.で
ぁ
•る
、
從

0
て
そ
の
：增
加
：は
人
'ロ
;0
増
加
‘に
比
ぶ
れ
ば
極
め
て
緩
«
な
る

，く
も Q..

で

.*
る」

•
•

ふ
-
.
' 

' 

:
广
'

.

：

' 

:

:

.
:

.

彼
：は
い
ふ
，
食
.料
は
人
間
に
必
®

s
ち
の
S

が
f

 

:
义

ロ

袅

_

に
：食

っ

て

制

限

f

る
I

、 

，‘
.
,

rし
，て
彼
^
姐
に
人
ロ
.を
袖
限
ー
す
る
々
の
が
食
料
ば
务
ヶ
で
な
い

」
」

ど

を

考

へ_

.成
i
之

を

-1
め
て
啼 

な
：こ
^
で
あ
る
ざ
は
い
つ
^
ぎ

.

:
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n

か
.

あ
る
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ぐ

風

つ

明

か
'

な

制

限

に
J

っ
て

妨

げ

ら

れ

な

い
f

、
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口

は

食

料
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堦

加

す

る
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八
〇
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マ
ル'サ
ネ
人
温
I

本
質 

r̂
,J 

d 

而
し
て
煨
後
に
マ,

サ
ス
は
人
口
に
對
す
る「

結
周
の
妨
げ」

た
る
食
料
並
に
食
料
以
外
の
制
限
を
以
て「

直
接
の 

妨

，げ
た
る
道
1
的
扣
沏
、
^
惡

及

び

不

幸

に

：
歸

す

，
る

と

考

.
へ‘た
：
：(

藤
村
法
學
士
著
前
揭
書
六
ー
六
丨
七
買〕

。
 

然
し
な
が
ら
同
氏
；の
所
論
は
：必
じ
し
も
こ
の
I
'
に
ょ
：つ
て
推
測
さ
れ
る
も
の
で
な
ぐ
.
其
本
質
観
は
一
览
ヮ
グ 

ナ
I
の

そ

れ

に

似

る

べ

き

替

の

如

ぐ

，
に

し

て

然

ら

$

明
、f

デ
ィ
1
ッ
ェ
ル
の
そ
れ.
に
も
非
ず
、
以
上
f

 
t
の 

も
の
ょ-CN

も
^
淡
士
し
て
る
が
こ
れ
を
南
者
の
本
，質
»
^
ょ
0,
て
嫌
推
す
る
^
&
ぼ
^
人
口
制
限
0
力
の
食
料
以 

外
に
明
に
尙r

つ
あ
f

論
ず
る
®c

八
九
贾
、
四 
一
0

11

ニ
®

か
ら
考
へ
I

、
其
の
尙 
ー
2

何
で
あ
る
か 

:
を

：
明

ニ

づ

し

て

は

居

な

い

が

”
其
_
念
が
デ

ク
ッ

.ク
ス
.も
亦
：
4

_公
:̂
仁
ッ
ク
ナ
4
的
に
マ
ル
ナ
ス
說

0
說
明
を
試
み
て

®
る
が(

前

揭

書

£)

• 

V 
J

.
, 

U 

0

f

 

上

蒙

何

れ

f

の
か
ら」

S

け
離
'れ

5

へ
る
。

食
和
か
あ
ら
ゆ
る

fe
A
r0
A:
c

i

i
つ̂
て
超
過
を
許

_
'ざ

:̂
>
最

.J
t
限
界
を
な
す
こ

^
は
陳
腐
な
ほ
ど
に
]£
當
で
あ 

.
る
。
只
、

麗

は
"
人
口
：_

し

セ

德

現

實

に

こ
■の
限
界
：S

ら
ん
f

 

:
る
や
、
達
す
る
や
"
即
ち
食
料
？

' 

p
t:
'
乱

實

に人
口
運.g

の
調
節
器
た
る
や
、
或
は
他
に
如
何
な
る
經
濟
的
社
會
的
生
趣
的
藤
は
、い

理

吟

置

あ
る 

や
、：
で
あ
る
。

「

'然
し
な
f

こ

の

濯

2

世
界
に
つ
い
て
二 

f

l

へ
ら
れ
な
い
。.
常
に
？
 
ー_

一
 
國
民
經
濟
に
つ
い 

て
の
み
答
へ
ら
れ
る(s

..  

1341135
)
。

て
“

ソ
ク
ス
は
よ

v ^
a

、
等

し

ぐ

ソ

ー

ナ

ー

セ

據

る

晶
S 

I

ヴb
le

n
す
る
も.
の
'は
人
口
數
決
定
股
理
で
な
ぐ

ょ
6
理
論
的
で
あ
る
け
れV 」

、

全 

<正
常
ど
は
云
は
れ
な
い
。
.
d

;
 

K

l
を
し
.て
茇
は
し
：む
れ
ば
マ
ル
f
 

?
v
. 

口
芯
a
の
形
而
上
學
的
部
分
の
み
を
擧
ぐ
る
に

f

め

た

も

の

で

あ

る

J

 T
i
g
e
n

 S
I
7

 

C o
, 

59)。: 

び.

、

X
 

X
 

X
 

バ 

x

 

X
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.
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:'
.:フ
ク

ス

s> 「

陳

/&
な
ほ

V
JJH
當」

な
論

a
は
即
ち
マ

y
ナ
ス
の
三
命
題
の
第
一
命
題
に
あ
た
る
。
日

ぐ「
人
口
は

"食
糧
に
依
つ
て
必
ず
判
限
さ
れ

‘る」

.

(

佐
久
询
氏
譯
マ
ル
サ
ス
人
口
理
論
J
 二
：

f
,5

。

：.，」

の
論
5

み
に
據
つ
て
即

ち

1

0靡

を

マ
ル
，

スI
說
の
本
噴
と
し
て
マ

\

サ•
ス
を
信
奉
す
る
は
、

マ
ル
サ
ス
の
、慕

ど

If

霧

■

矛
盾
を

來

す

こ
S

ぐ
しv

經

驗

壽

に
I

ひ
f

爲
か
、

マ
?
 K

信
舉
考Q

:

中
に
今
1

4

1
あ
る
。
、I

次

に
目
下
學
界
の
信
K
篤

き

：：

「

流
一
の
學
漭
が
其*
近
の
代
表

I

著
に
於
て
取
れ
る
態
度
を
記
：し
て
こ

|

を
«
は
な 

S
 

す

る

:0
f
 

,

K
a
r
l

 

D
i
e
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は
其 

Hheortlsche 

Natlonalokonomie. 
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.
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e
n
a
;
I924

, 

s
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に
マ
ル
ナ
ス
の
三
命
J 

を
論
：じ
て
、

こ
れ
ら
三
つ
の
ラ
ち
第
一
の
も
の
が
只
に
最
も
重
要
な
る
の
み
な
ら
ず
唯
一
の
支
持
し
得
べ

t

の
士 

:

な
ず
。

こ
の
：第
.

一

命
題
の
根
底
を
|

も
の
は
實
に
收
議
減
法
則
で

I

て
，
生
活
資
料

I

加
の

.P

S

自
然 

的
制
限
が
存
在
す
る
か
ら

I

る
:'-
こ
の
土
地
法
則
こ
そ
：マ

.ル
：J

合

靈

S
 

經 

濟
學
S

着

を

與

ふ

，る.は
只
第
一
命
題
に
の
み
で
あ
つ3

マ
ル
サ
S

他
の
一
南

の

命
I

I

な

一
般
？
 

あ
が
、
時
に
前
者
に
對
す
る
矛
盾
で
さ
べ
あ
る
。

ン
こ
れ
ど
殆
ん
ざ
同
等
な
立
場
に
あ
つ

.て
：マ
：
ル
サ
ス
說
：を.信
奉
ず
る
我
學
界
'の
耆
宿
.福
田
博
士
は
^

ィ
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に
先
ル

第
二
十一
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第

六

龙

、

ニ

す

，
こ
ビ
七
年
，
大
正
六
：年
發
行
の

「

睃
民
經
濟
1«
話
乾
卷」

に
於
て
論
^〗

る
.。
以
下
..の
，引
很
.

大̂
疋
4„
年
の
；
夂
1̂ 

增
補
國
民
經
濟
講
話
ャ
完

」

に
ょ
：.つ
た
。

'
 

„ 

^

'

-V
;
福
田
博
士
は
マ
ル
す
ス
の
新
說
に
三
部
分.
あ
ト
<
し
て
0
ぐ
、

f
第

‘

一:

人
に
の
墙
对
は
食
物
の
堪̂

ょ
り
ん
速
か
な
る
傾
向
を
有
す
ど
の
自
然
ぶ
則
。

へ

，：
第」

一
食
物
の
賴
加
は
入
口
に

■
.
す
.る

麗

の

增

加

ヒ

看

做

す

。
，
若

し

人

口

に

對

す

る

需

耍

舊

さ

な

け

れ

H

食

.
:
:
:
ゃ
物
は
增
加
せ
ぬ
。
；\
:
リ 

f

第

三

將

來

に

於

て
<

1

供

給

ば

天

然

壽
f

超
過
し
：て
不
調
和
を
生
す
る
傾
向
が
あ
る
。
故
に
豫
防
的
抑 

»
讲

、
殊
に
f

的
抑
制
に」

ょ
つ
て
之
.か
ら
起
る
積
極
的
抑
制
の
慘
を

.防

.か
ね
.ば
な
ら
な
い(

五
一
一
个
五
三
〇
气
づ 

こ

の

養

の

命

題
*
其
內
容
必
中
し
も
マ
ル
サ
スI

題
，5

々
等
し
い
s

f

な
い
か
、

少
く
I

第
一
一
命 

:

@

は
マ
ル
サ
ス
s

i
妒
題
：S

礎
槪
念
S

し
て
I

考
へ
ら
れ
'る
。
肺
U

T
博

士

ば

こ

れ

を

以

て「

永
遠
不
㈣
 

^

0
眞
理
で
あ
り
ま
す
。
彼
の
說
；
©
虫
要
部
分
は
此
點
に
存
す
る
の
で
あ

h
ま
じ
て
、
：
他
の
部
分
は
云
は
^
は
け

I

 

x

»

v

. 

,

サ
スs

l
i

版

に

於

て

蓬

し
.た
I

、
今
日
に
f

ま 

:

.

で
學
_
上
の
定
說V

J

な
つ
て
居
.石
i
j
斷
言
す
る
.

(

五
ニ
六
頁
ン

中

::
:
I

I

I

 

_

_

l

a

l

 

4
te 

I

.
に
お
い
て
近
世
合
史
、

A

P

I
,
人
口
政
策

史
、
人
口
 

I

に
亘
つ
て
詳
細
且
有
益
な
る
論
文
を
？

、人
口
論
文
献
中
の
權
威
た
ら
し
め
た

L

c

l
 

I

次 

其
結
語
に
於
で
 
一

K

ふ
， 

. 

，

を

_

_

__
^
<ロ
ば
食
镩
に
侬
ク：

て
必
す
制
'限
さ
れ
さ

O
Vこ
の
第
：'

1:

命
題

.は
i
明
の
眞
理
.口
-し
で
何
人
i

つ
て

i
坑

靈

れ
な
い
。
ご
れ
ミ
间
様
に
、
人
間
は#
0
然の衝動に從ふな，
ら
ば
食
料
も
迅
速
'
に嗜加するこ

論
し
又
は
し
得
な
い
。
何
故
：な
：ら
ば
收
獲
遞
減
法
則
が
人
口
の
增
加
に
は
存
し
な
い
制
限
を
食
料
及
原
料
の
生
產

 ̂1 
^
i 

) 
>
- 

o 

•

然
し
彼
は
第
ニ
命
題
を
谦
锶
し
な
い
。
た
ぃ
僅
に
人
ロ
の
编
剩
を
防
ぐ
爲
に
道
德
的
抑
制
を
高
調
し
た
る
を
以
て 

.
3
說
、の
中
心
な
み
ど
し
て
ノ
今
日
マ
ル
少
ス
人
ロ
原
理
は
何
等
の
修
正
を
も
必
耍
ど
せ
す
ミ
マ
ル
ナ
ス
を
讀
む 

こ
さ
の
勞
を
？
れ
。
彼
の
說
の
核
心
以
何
^

ょ
づ
で
も
辯
駿.
さ
：れ
て
な
い」

0
そ
れ
は
ロ
ッ
シ
ヤ
ー
の
云
つ
た
取
く
に

今

日

も

あ

：る'〜

云
ふ(

I
Ltd
d
.
, 

s
.

co
2
4
-
5

)

'u
-

:

三
先
生
の
說
は
、

ツ
グ
ナ
ー
か
ら
分
離
し
來
な
が
、b
も
.ソ
ダ
ナ
I
の
句
を
引
用
せ
る
が
.故
に
或
は
フ
グ
ナ
ー
の
說 

:に
1;
か
れ
る
が
故
に
や
、
不
雜
不
透
明
で
あ
る
フ
ー
ク
ス
の
そ
れ
ょ
り
む
、
；
フ
ッ
ク
ス
の
：分
離
の
貢
献
に
ょ
つ
て
か
、 

■上
り
ゅ
办
に
、

マ
ル
サ
ス
說
信
奉
の
中
心
的
對
象
は
そ
の
人
ロ
數
晴
加
極
限
の
：原
理
で
あ
る
こ

^
を
：示
し
て
ゐ
る
。 

只H

ル
ス
タ
ー
た
け
は
相
に
道
#
的
抑
制
を
中
心
點
ど
す

€
明
記
し
：て
&
る
戰
か
.ら
，云

.へ
ば
‘
デ
ィ
ー

ツH

ル
の
：態 

度
を
取

f

の
の
如
く
見
え
る
。
否
、
以
上
の
如
き
說
が
現
代
0
人
口
情
態

.に
I

な
.ら
ん

妻

れ

ば

、
か
、
る
態 

&
は
避
け
^
ね
い
や
ぅ
，で
あ
る
が
、
必
す
し
も
然
ら
'ざ
る
如

<

Mは
し
む
る
も
の
；̂
福
.田
傅
士
の
道
德
的
抑
制
*
薆 

r(

r
揭
齋
五
三
〇
，
五
.五
ー
質
}が
あ
ぅ
、
1問
題
は
や 

>複
«
で
あ
る
。
後
段

«

«9
;
>

V
以

上

義

類

め

因

緣

を

た

，ざ

つ

て

擧

げ

.た
マ

\

ナ

ス

人

ロ

謹

本

質

觀

を

-—
-
,括
し
，て

靈

せ

し

め

る

。

.

1
、

人
ロ
數
決
定
股
理
な
り
ど
す
る
も
の

,(
一 

)

、
決
定
の
主
動
を
國
民
所
得
も
し
く
は
そ
.の
同
類
槪
：念
に
歸
す
る
も

0

i
ツ
グ
ナ
ー

第
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十
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五
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八
0

六)

マ
^
サ
ス
人
ロ
'傲
瘡
0;
本
«

J
、與

(
'ニ)
"

決
定
の
憲
を
人
奴
に
對
す
る
理
.
性
の
難
防
的
娘
«

に
歸
す
る
>
も
©
_

_

デ
ィ_

ッ
_
ェ
レ

ゼ
.ル.

ハ
'
:

.

:

:

-

:

,ニ
、
人
ロ
數
增
加
極
限
の
原
理
な
り

^
す
る
も
の
一
ヌ
ッ
：ク
.ス

*
田
博

*.
*
デ
ィ
}
个P

工
ブ
ス
タ
I

..
:
.以
上
の
分
觀
は
本
質
觀
の
倉
ゆ
る
可
能
か
.
ミ

：或
は
腐
f

學
說
史
的
瞥
見
f

歸
納
し
て
な
さ
れ
た
も

の

で

 

な
<

>
m

に
#

在
的
.な
一
1
¥
類
の
因
緣
を
機
と
し
‘て
擧
げ
&

れ
た
も
'
の.
：で
：'あ
'
る
：か.
&
，
此
外
に
多
く
の.
本

の

.可 

「

.

能

ミ

囊

J

あ

る

こ

識
5

ま
で
S

い.
。
更
に
、
こ
、
に
用
ひI

t
r

 

了
ル..
J

說
信
泰
S

說
が
本
質 

雜
を
窺
ふ
/

め
に
ゆ
反
凿
者
の
ぞ
れ
よ
ぅ
も」

般
的
に
.よ
6

虚
©

的.
で
あ
'

&
包.
括
的.
で.
あ
％
ど
の
，便
宜
上
の
考

^
ら
、 

‘
い
つ
へ
れ
も
マ
ゲ
ッ
ス
說

#_

奉

者

，の

說

で

あ

る

.
。

然

し

こ

れ

&

達

：鐘

：
の

本

霧

は

破

觉

批

.
評
'の

對

象.

|
6

得

；べ

き 

も

の

を

可

成

に

よ

く

綱
*

し
代
表
す
る
ど
考
へ
ら
れ
る
。

*

者

は

：
こ

れ

：を

あ

る

程

度

0

滿
：足
を
以
て
考
へ
る
。v

v
t

 

I
.て
力

•
、

る

異

說

の

例

示

の

方

法

が

、

_

.

を

生

ず

る

に

刹

b

し

事

情

背

翁

眷

>
明
.に
4

て
立
つ
'VJ..

:

:

::.
:

こ
ろ
0

相
當
に
理
11
7

あ
^

根
據
を
見
る
を
容
易
な
ら
し
め
る
。
少
ぐ

f

か
ぐ
の
如
く
に
し
て
明
®

に
對
f

れ 

'
:.
:
.

な
異
說
の
あ
る

I

ど
は
.

マ,

サ
ス
人
肛
原
理
本
質
觀
が
1'
の
へ
問
«|
で
あ-

^

其
齡
ぉ
評
價
す
る
前
に
充
分.
な
る
长
'質 

觀
i l
究
の
要
あ
る
こ
，̂

を
示
す
で
あ
ら
ぅ
。
も
し
も
そ
れ
に
も
か 
>
 わ
ら
ず
か
V

る
例
示
及
分
鏑
が
獨
斷
な
ら
會
や.

.

i:
:

..̂
の

本

安あ

れ

は

、

こ

れ

：ら0異
^
^

批
評
す
る
爲

9
規
«

槪

：念

を

得.る
た
め
に
次e

行
ぶ
マ
y
 
t
ス
.
人

ロ

喻

の

鋪 

:

:
:■
論
理
的
考
察
が
、

こ
れ
.に
何
れ
か
の
答
を
明
示
す
る
ど
考
へ
る
。

E

「

7
ル
サ

X
人
口
：原
理」

. 

.

____________________________________________________________________________________________
±

u

ぼ
a

の
#
 
く
し
で.
マ
ダ

ナ

ス

の

M

l
 

o
p 

I

 l
o

l
 

of p
o

p
lt

li

l

i
v

は
次
の
I

き
構
：

造

，を

持

づ

も

の

ど

し

て

考

へ

ら

れ

.る
o
' 

.
.
.

.第 

1
.
部
、
'原
理
'0
第

.
1
_ 
第

.
S
 及
第
二
章
。

■

;
，
第

，

I
.

一
 
謂
、
股
窗
を
«

西
*

今
の
：實
例
に
よ
つ
，て
說
明
且.
證
明
す
。
第
一.

編
第
三
章
以
下
第
一
ー
鳊
全
部
、
但.
佐
久
：間 

一」

氏
»

に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
章
の
結
論
的
章
た
る
第
二
編
準
，一
一
章
及
第
十
三
章
が「

第
一
卷
S

S

及
i

®」

’ 

丨

：
.

ど
6.

て
譯.
出
し
て
あ
る
だ
，け
で
他
は
全
ぐ
畨
略
さ
れ
て
や

.

:

.第
5
部
、
當
時
英
國
に
行
は
れ
或

«
論
議
さ
れ
た
り
し
學
課
及
政
策
を
‘以
上
の
放
趣
に
.よ
つ
て
.批
f

。
第

三

零 

一
佐
久
間
氏
_
第
ニ
卷
に
常
る
、
_佴
»
書
に
は
毂
物
關
稅
_
に
關
す
る

1ー
ヶ
章
衆
略
す
。

;
,第
！T

部
^
以
上
の
原
理
に
よ
つ
て
必
然
の
結
染
ギ
せ
4
る
^
に
，到

6
し
社
#
的
病
弊
を
織
正
す

^
爲
こ
.そ
の
竹
4哩 

ノ

に

i
づ
て
社
會
黯
を
提
唱
す
。
如
ち
道
.徳
的
抑
刺
の
提
唱
。
第

.四
編
.、
但
佐
久
間
氏
#
第
三
卷
。

:
c
fr
l-
>
私
は「

マ
少
サ
ス
入
ロ
論
し
取
极
侦±
上
、
第

}
版
か
ら
後
雄
の
諸
版
を
區
別
し
て
、
前
潘
^
初
版
、
後
考
^
ー
姑
し
て
31
-
:版
ミ
呼
ぶ
.°
共 

I
V:

.
琊
山
並U
こ
セ
|:
止
版
4>
资
料
:̂
し
て
彼
の「

、
ロ
論」

を
討
議
す
る
こ
ミ
の1!
1
!̂1:
つ
い
て
は
、
三
|1
|
學
界
雜
||银
ニ
十
卷
第
十
ニ
號,?
|
|
«1
 

.

5
一
丨
一1

四
莨
兆
他
黎
服.0
佐
久
間
历
關
猶
に
つ
い
て
は2
稿
一
三
九
與
以
下
黎
照0

;「

汝
ル
サ
ス
人
ロ
論
|_
、
原
書
の

»
題
に
よ
つ
て
直
：靜
す
れ
ぱ「

マ
ル
サ
ス
人
ロ
原
理

.{
:
11
す
る
一
論」

、
の
a
論
的
^

,
1蓉
が
卷
頭
の
僅
'々
ニ
ヶ1

早
に
あ
り
ど
は
や

、

奇

異

な

威

.
を

與

ベ

る
が
> 
そ
の一

ー1
ヶ
章
'が
：拟
理
：の
部
ビ.
し

て

棍

し

..て
る

名
地
位
を
そ
の
ま
>

に
保
稆
し
た
。I
同
じ
態
度
は
ァ
シ
レ
ー
版
に
於
け
る
，同
'書
拔
萃
の
s

H

h

e

 

E
le
m

e
n
ts

“r
u

*t」

.
卷.

(

八
0

七〕

：

V
か
サ.
，ス
人
ロ
：原
理
0
*
質 

/節
/>
號

\
 
i 八

©

ウ
ィ
ッ
ク



I

十I

卷

(

八o
八)

ミ
サX

人
口
蜃
0
本
質 

_

パ

駿

 

o
f  

1

 s
d

l  

o
r  

I

I

 治
1

1

 
l

a
 _

f

.  

B
l 
f
 

to
r  o

f  m
in

e
,  L

o
l  

I
f

■
:
■

パ

f

f

分
s

つI

は
れ
て
t.

ば
か
I

な.
ぐ
、
も

し

忠

實

ミ 

は
8

の

ニ

ヶ

章

義

述

を

簾

し

な

け

れ

ば
I

な
い
？

ら
も
s

l

i

5

ベ
4

の
部
S

叙
述
S

蠢

的

S

Q

I

が
t

l

，
そ

の

ぁ

ミ

表

舊

？

於
て 

、マ
ル
サ
ス
の
藝
の
構
成
上
の
i

ど
言

な

け

れ

ば
f

な
い
が
、

こ
の
場
合
に
何
れ
を
以
て
マ
ル
サ
ス
の
眞
意 

な
I

す
へ
き
や
ど
テ
へ
は
、褒

の

原

理

の

部

で

ぁ
一
る
こ
ど
を
答
へ
る
の
■

踏

裏

さ
な
い
o
そ

れ

は

馨

の

著
A
の
時
に
於
け
：る
心
2

1
.

、
馨

案

け

J

■
雪
れ
て
る
當
然
な
る
印
象
か
；I

肯
定
さ
れ
る
べ
き
で

I

。. 

§
な
ら
は
マ
ル
ナ
：ス
S

疋

厥

に

於

け

：
る

原

理

の

部

以

外

の

資

料

及

論

述

：

Q
:

大

部

分

を

取

扱

：
ふ

に

到

つ

‘
た

以
前
に
I

鐘

I

子
I

に
胸
中
'に
藏
し
て
I

I

な
い
；で
f

こ
|

以
|

か
で
I

る
け
れ
f

 ,
そ
の
初
版
I

I
.

生
I

到
つ
た
I

は
^

S

外
の
部
§

て
取
扱
は
れ.

S
料
•及
論
述
ょ
I

疋
し

 ̂

蛋

の

か

、
る
資
料
及

も
初
版
の
そ
れ
t

其

の

人

口

論
的
皇
味
す
I

こ
i

し
い
か
'ら
I

る
I

マ
ル
ナ
ス
信

I

I

,
に
、
彼
I

I

會
の
|

的

歷

に

適

合

せ

し

め

替

其

 ̂

其
の
原
理.
の
記
述
I

の
い
f

偶
然
的
な
他
の
豪
に
使
用
I

る
か
も
知
れ
な
い
資
料
、
他
I

味
を
f

し
む
る
爲
こ
云
i

た
M 

も
知
れ
な
ぃ
論
議
'に
よ
っ
十
修
|

に
解
釋
し
、

こ
t

マ
V

ス
の
原
I
の
疋
し
I

f

 —

し
た
後
;
^
、
V

火
サ
ス
說
，に
修
疋
を
要
せ
ず
ど
結
論
す
る
論
法
を
追
ふ
風
潮
が
ぁ

.

名
の
を
こ
、
で
'«
.,める
。
解
說
に
よ
つ
て
理

論

を
 

W
考
し
解
釋
す
る
こ

S
は
當
然
で
あ
る
が
、
理
論
ミ
し
て
記
さ
れ
て
あ
る
こ
ビ
に
明
に
反
す
る
ま
で
に
自
由
に
な
つ 

て
は
な
ら
な
い
。

一
般
の
人
.に
：

w

づ
て
單
純
旦
抽
象
的
に
理
論
を
表
現
す
る
時
の
餓
誤
の
機

#
は
、

M
つ
く
せ
ぬ
程 

複
雜
な
意
味
を
藏
す
る
こ
ど
の
多
い
實
例
の
解
說
論
議
に
よ
つ
て
こ
れ
を一

層
有
效
に
行
は
ぅV 」

す
る
時
の
錯
誤
の 

機
龠
ほV

大
き
.く
な
い
こW

が
、
：
一
應
.は
.マ
ル
'サ
ス
に
.つ
い
.ヤ
.も
云
は
れ
て
差
支
な
い
。
か
、
る
反
猶
な
ぐ
し
て
は 

疋
し
い
恩
辨
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
曲
解
1&
製
、ヒ
は
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
少
く
^
も
マ
ル
サ 

.ス
の
IE
解
杏
私
解V 」

も

な

ら

，な

い

で*
ら

ぅ

。

か
>

る
理
由
に
よ.
つ
て
ァ
原
理
の
章
に
現
は
れ
た
る
も
の
を
以
て
原
理
を
窺
ふ
に
最
も
適
す
る
も
の
ど
見
做
し
、 

以
下
考
察
の
M

さ
す
る
。
;

涵

」

>

^
レ
”
タ
デ
の
っ
マ
^
サ
ス
人
0
論」

!^
對
す
る
批
評
の
蜇
匁
も
^
ば
四
つ
折
：̂
の
：ニ
：版
|1
媚
す
る
旅
箸
の
.測
外
1
1彼
扒
ぺ
シ
及
鉛
ま
が 

•^
て
な
1
れ
讲
入
れ
で
ゎ
リ
、
其
水
：物
は
彼
の
指
定
遺
言
執
行
人
u
r
. 

J
o
s
e
p
h

 

E, 

G
r
e
e
n

の
藏
密
た
り
し
も
の
、
今

はBritish 

M
u
s
e
u
m

 

こ
あ
る
。
兆
?)
序
文
七
^

^
處
に
.
1
1
1
ぐ
.
.>>
”(1
)we. n

o
w

r+
o Ilav

a)
p
.
. 

q
c

fj
J
-s-
(-
t
-
oけfo
p
op"
c
I/
1

^

gtf
Q
J
.
al
p
け
 

a
n
d

aQreat 

vice, arise 

f
r
o
m

 

p
o
v
e
r
t
y
,

P
C3
PU
tcr
*
a け
'

tllerejmust. "be 

poverty 

in 

its 

worst: 

sliape 

w
h
e
r
e
v
e
r

 

there 

are .more 

mouths..

r+
h
a
n

oaves 

a
d
d 

m
o
r
e

 Ileaos 

tlian 

Brains! 

f
Q
t
. Bo

n
a
r
: 

Maltlius 

and. H
i
s

 

W
o
r
k
,

 

2
n
a

 

ed_ 

L
o
n
d
o
n

 

1924, 

f>.

4
2
V 

£
1
1
)
、

其
最
l
間
題
^
な
つ
て
ゐ
る
ら
し
く
也
は
れ
れ
も
の
の
ー
例
は
、

マ
か
サ
ス
人
ロ
原
现
ミ
文
化
の
迎
步
ミ
の
關
係
で
あ
る
。
嚴
密
な
る 

論
理
的
批
刿
に
よ
れ
It
、
照
砘
の
部
|:
於
け
：名
犯
述
は
マ
少
サ
ス
が
後
章
1
1於
：て
，取

极

つ
!%
ゐ
.る

塍

與

的

：
人

類

學

的

货

例

0
示
す
意
義
ミ
抵
觸 

す
る 

■ 

■

レ
ー
：

(

独
三)

.
此
點
！1
つ
い
て
マ
;v
サ
ス
は
典
截
热
の
第
ニ
版
の
序
に
於
弋
沄
ふ「

而
し
て
其
後
1
C即
ち
.箱
1
版
出
版
後)

佘
は
思
び
な
此
[1
|
1翅

|:
馳 

笕
二
十I

饴

(

八
〇
九〕

:'
マ
ド
サ
ス
人
11
原

规

の

本

質

#;
六
虢 

八
七
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ニ

サ

ス

人

口

原

规

の

本

質
. 

都
“i
 

v

\

.す
益

猛

f

 

5
大

の

黑

な

之

感

r

w
共

：
！

、

一:

方

L
i

は

參

議

1
1

よ

り

笑

に

齒

I

f

 

が

故

^

:

は

遂

に

心

衾
L
5

び
人
口
の
原
則
の
社|

過

去

及

び

現

抟

及

ぼ

せI

s

論
究
し
、一

屢

i

つ

詳

細

に

着
I

し

JJ
.
0 

I

の

霉

t

s

螽

切

し

、
余
が
S

冬
し
I

U

I
的
に
t

て
、
者

永

I

似
値
か
f

し
|

i
 氏
ア

シ 

>
:
|
版

譯

.
九

0迓

)

':
0

: 

、 

、
,

.

.-

.
'.
'

• 

- 

■ 

•

‘仍
て
更
丨
マ
ル
サ
ス
人
に

^」

の
中
を
の
根
本
原
现
を
叙
述
す
る
ニ
章
を
詳
細
に
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
そ

れ

次

次
 

0:
如
き
猶
造
を
も
つ
も
の
ビ
考
へ
ら
れ
る

0 

.

:

第 

s

、
_
;;
0

:
、

：
；

へ

一

.

.
ハ
ー
物
生
殖e
食
和
增
ヵ
ビ
の
不
調
和
I

凡

て

の

生

'物

は

食

料
よ

速
.
.か'に
^f
M
す
る
傾
佝
)>
あ

る

、
/:
エ 

f.
-
'
v
,
:

久

間

氏

譯

四

货’
以

下

佐

久

間

氏

譯

書

を

用

ふ

^

、

 

f 

:

>
1
、.
不
»
永
の
«

正
.。
：

V
:
,
'

(

，一)

.'動
植
物
■の
.場<

n

 

,
!死
滅
に
よ
.る(
四
I
五
頁〕

。

_;<
!
. 

. 

C

ニ 

V

人
間
の
場
合——

こ
の
站
果
を
豫
兑
す
る
の「

能

力
あ

る

が

故

じ

、
.
あ

る
程
度
ま
で
生
殖
機
能
を
抑

M 

H
.'!…

す
。
扣
佛
の
不
充
分
な
る
に
よ
り
て
起
る
過
剩
增
加
分
は
生
活
面
雛
に
陷
る(

五
頁〕

。 

i

 
ニ
部
？
證

S

證
-
：

分

析

,'
0

十
、
人
ロ
增
加
ど
食
料
增
加
ど
の
不
調
和

。

.

(
o

 

A
ロ

增

加

—

生

理

的

S

の

極

'限

に

於

け

る

增

加

力

は

歷

史

■

實

に

よ

っ

て

f

s

,

1ど 

.
.
.

絕

大

,0
故

に

そ

の

中

!0
瑜

加

カ

0
大

き

い

例

を

*

0
て

考

へ

.て

侧

_龙

の

財

料

？

し

て

も

木

足

で

こ

そ

あ

れ

誇
張
ミ
は
云
へ
へ
ない(

丄
ハー

七

.1
|)

。

.
;

. 

' 

..,

0
1
)

食
料
增
加
|

文
明
國
に
於
け
る
寧
實
に
よ
っ

.て
推
す
に
，
■
下
如
何
芬
る
―

に
あ
る
土
地
ヒ
# :

、

.
1定
»]
[!
1
]に
遂
げ
ら
れ
た
生
產
物
增
加
1:
を

"
い
つ
ま
で
も
繰
返
し
て
增
加
生
產
を
つ

<
け
て
行
く
^
假 

定
す
る
こ
艺
以
、

こ
0
上
も
な
い
樂
舰
說
で
あ
る(

八

丨

ニ

®

。：
 

i

 

'

:

•
、(

1

5
兩
者
の
木
調
和—

！

ニ
十
芄
年
侮
に
人
ロ
は
等
比
級
數
的
に.
埘
加
す
ろ
性
質
を
有
し(

八
頁)
、
食
料 

は
等
差
級
擻
以
上
に
增
加
す
る
こ
^
が
出
來
な
い
ぐ
: :
頁
}
。

い
 
一一、

：

不
P-
S
鱗
正
の
程
皮
一y

生
活
資
料
の
水
準
に
抑
止(

マ
ル
サ
ス
日
：ぐ「

人
ロ
»
加
の
勢
は
何
日
も
食
料

« 

:
加
率
に
比
し
て
巡
か
に
大
き
い
の
で
あ
る
か
ら
、
人
口
增
加
の
趨
勢
は
、
之
れ
に
制
限
的
結
果
を
及
ば
す
强 

.力
な
必
然
法
が
.不
斷
に
作
用
す
る

-」

ビ
に
依
つ
て
V

織
に
4 :

活
資
料
の
水
準
に
抑
北
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る

」

。

t'
s

o

;
三

'
不
調
和
矯
正
の
丰
段
。

::
:(

一)

豫
防
的
手
段——

堺
婚
の
抑
制
、
惡
風
。
何
前
：者
が
道
德
的
に
行
縣
れ
る
場
合
ゼ
然
ら
ざ
る
場
合
，匕 

あ
つ
て
然
ら
ざ
る
場
合
を
後
者
に
®
せ
し
め
る
へ
十 
一
ニ
—

六
贾)

0

-

穑
極
的
手
段
-

|
豫
防
的
手
段
の
不
充
分
で
あ
る
だ
け
に
つ
い
て
，
貧

»
が
：こ
れ
を
行
ふ
2

.六
®

。 

,
第
三
部
、：總
說
に
あ
：る
凉
理
を
根
據
ど
す
る
歷
史
理
論
。

ノ 

::
:

I
、

文
化
の
雜
働
性
' 

_

o
)

後
退
の
行
程——

生
活
安
易
は
人
口
'過
剰
を
來
ら
せ
、
過
勞V 」

結
婚
抑
制V

の
形
に
お
け
る
生
活
雛

筇
ニ
十I

卷

(

八一
1

)

k
;v
サ
ス
人
！
1凉

裡

の

本

質

#;
六
號 

八
九



裕二十一

卷(

八
！ニ

) 

ニサス人ロ.親の本質 

I

號

九

0
 

を
來
ら
せ
：，
死
1_
:率
も
亦
增
加
す(

一:.:
七
.丨
4
-八.
5 

(
ニ) 

^
2
ai
:0
ft
艰
過
勞
は
生
產
ヵ
を
增
*せ
し
め
、
他
方
に
は
結
婚
抑
制
と
死
亡
率
&加
は
人
|̂

改 

.加
傾
向
を
抑
制
し
，
以
て
再
び
生
活
安
易
肛
達
す
る
.に至〔

る(j:

八
贾)

。

1
歴̂
史
的
视
象
eし
て
不
明
な
る
趣
由
察
困
雛
，，歷
史
硏
究
の
幼
稚
ナ
銃
計
の
不
完
全
、
名
義
勞
.銀 

、
.ビ
實
際
勞
銀V 」
に
差
あ
る
こ
ど(|

八
I.一
 
九
頁)

0

以
上
耍
約
分
ず
し
た
ど
こ
ろ
に
ょ
る
ミ
マ

ル
サ
ス：
は
こ
の
原
理

記
述
の
中
に

太
別
し
て

1
i

個
の
異
な
る
問
題
を

念 

■ま
し
め
て
ゐ
る
。
即
ち
第

.一.
' は

臭

、事

實

な
る
人
ロ
增
加
瑰
象
の
社
會
的
作
用
の
經
過
及
結
*
、
第
二
は
こ
れ
を
根 

據

答

'る
歴
史
理
論

*
こ
れ
で
あ
る
。

前
者
は
記
述
の
大
部
分
•
即
ち
：翁

の

第
二
部
及
第
ニ
部
に
當
ら
、
後
者
は 

第
n
i
^
r
#
.

る

r
し
て
マ
ル
'サ
，
ス
は
其
硏
究
の
範
陶
を
明
か
な
ら
し
め
ん̂
>し
て

「

今
予
は
各
國
に
冷
け
る
ゆ
の 

進
歩
退
#
の
堪
實
を
確
證
し
や

ぅ

€

は
せ
ず

」
(

一
一
一
頁)

ご
限
定
し
、第
一
一
の
問
題
を
全
く
除
外
し
た
。.除
外

し

て

a
 

さ
れ
た
出
題
は

_

一
 
つ

.
、

人
ロ
增
加
現
象
の
社

.
#的
作
用

.の

.經

過

及

.結ft
。
彼
は
こ
れ

‘を
'次
の
如
き
三
つ
の
命
題
の 

中
に
槪
括
し
て
考
察
に
便
な
ら
し
め
ん

 
<
す
る

0:

一：
4、.人
ロ
は
食
«に
侬
:0
て
必
ず
綱
限
さ
れ
る
0.

...

ニ
、或
頗
る
有
力
明
由
な
妨
.害に
.依つ
て
阻
止
せ
ら
れ
な
い
限
り
，食
糧
の
增
加
は
必
や
人
口
の
加
增
を
伴
ふも 

の
で
あ
る
。

三
、
是
等
の
妨
畨
、
#
に
優
越
な
人
口
增
加
ヵ
を
抑
制
し
て
其
の
：結
架
食
食
糧
；の
水
準
に
止
め
し
む
る
一
切
の
；妨 

害
は
、..
三
分
し
て
道
德
的
抑
制
、
，罪
，惡
、
貧
困
の
三
ど
な
す
：て
だ
が
出
來
る(

I

: ;.

丨

一
三
頁)

。

而

じ

て>:
A
;

テ
ス
が
.原
理

の

章

に

揭

げ

た

，も

の

で

明

に

：其

硏

究

の

：

箣

圍

，が

ら

除

外

し

た

以

外

：の

も

の

：が

粗

漏

な

ぐ 

こ
の
H
命
題
に
ょ
つ
て
窺
は
れ
る
Y i

ビ
は
、
さ
き
の
記
述
®
約

ど

》」

れ
ミ
を
嚴
密
に
比
較
照
合
す
る
S
き
に
、
何
人 

'に
も
'容
.#
に.1

/!
•
さ
ぞ
る
' で
あ

ら

う

そ

し

：て
こ
，0
»
に
，.於け
.
.る

マ；.
Iル..サ
ス

の

槪
©
的

妙
1®
^

®

に̂

逾

する
，
.。
.

0

三

命

題
i
そ

の

上

の

：中

心

點 

I

t
e論
は
必
然
的
に「

マ
ル
サ
ス
人
口
論」

の
理
論
的
內
容
の
結
局
が
そ
れ
が
著
者
•自
身
に
ょ
つ
て
企
て
ら
れ
た
如
く 

三
命
題
に
ょ
つ
て
表
は
名
れ
て
腐
る
こ
ど
を
示
す
に
到
つ
た
。

H
命
題
の
か 

>る
陶
容
#
成

上

の

地

位

は

こ

、
に

線 

#

$し
て
證
示
す
る
の
勞
を
ど
る
こ
ど
を
必
要
ど
し
な
い
か
の
や
う
に
見
え
る
。
そ
れ
は
明
に
、
或
は
時
に
わ
ま
り 

に
：單
純
に
ど
俎
は
れ
：る
位
明
に
、
常
に
マ
ル
.サ
ス
^
ロ
旅
理
叙
趣
者

^
間
ポ
傅
統
.：で
あ

-9
,た
。
本

論

.文

中

の

本

質

論 

に
，關

係

し

て

引

用

し

た

諸
:®
者
の
著
書
.中
こ
の
傅
統
を
持
さ
な
かQ

た
も
の
は
た
，V
、デ

ィ

ー

.
ッ

H

ル
'の
そ
れ
の
み
で
. 

办
る
。
そ
れ
も
、
そ
の
^
文
め

«
岑
其
0
负

«
さ
れ
れ
特
殊
0
怔
務
0

.^
か
;̂
_
 

程
當
然
で
あ
る
で 

他
_の
諸
*
に
あ
つ
て
は
就
中
、

エ
，
ス
ター

ど
.藤
材
法
學
士
は
こ
れ

^
.英
語

原

文

，
の

ま

、

で

記

し

(

g
fr
f
 

•
_ 

w
. 

P 

0
.

Co
, 757

へ
藤
.村
法
學
士
著
前
揭
書
九 
一
；8

、
页

に

後

者

の

翁

書

は
»
に
：
こ
の4ー.一
命
題
を
.採
つ
て
そ
の
マ
ル
I
サ
ス
說 

硏
洗
稱
論
上
の
骨
子
く
し
て
ゐ
るX

然
し
私
は
，出
來
る
だ
け
輕
卒
咸
は
獨
斷
を
疑
は
れ
な
い
や
う
に
、
豫
期
？
れ
た

反

對

論

に

對

し

て

：

前

以

て

答

；
へ
る
：
つ
：
も

^V

で
、
人
の
試
み
な
ぃ
こ
の
1
1|
命
鞸
の_

論
.̂

0
價
値
發
掘
を
行
つ
た
の
で

ゐ
る
：9'

:

ス

.
,

「

人「

ロ
は
食
糧
に
麻
つ
て
|必
中
制
限

.さ
れ
る」

|

第
一
，
命

題

は

人

ロ

妒

一
.
.：の
生

物

學

的

規

象

：？

し

て

at
if
加
に
あ 

た
&
突
破
し
能
は
ざ
る
極
限
槪
念
を
示
す

o
何
故
に
掘
限
の
必
袈
め
ト
や
。
原
11
.*
»
第
ー
部
總
說
の
一
に
あ
る
^

第
二
十I

卷

(

八
ニ
0

Z
サ
ス
人
口
原
理
の
本
質 

第
六
號 

ね一



饿
ニ
十1

泡

(

八I

四)

.

マ
ツ
サ
ス
人
口
凉

I

本
質

r

u
 

H

>.
«

l

る

f

f

 

s

で

あ

る

。

而

し

て

か

、

,
そ

れ

自

身

で

上

體

S

過

的

I

質

t

つ

力

 

U

M

一 

J

I

じ

停

泰

|

5

、

こ

の

カ

星

抗

し

て

作

用

す

：

る
別

箇

の

力

f

l

は
な
ら
な
い

£
 

こ

1

4

效

に

働

ぐ

f

極

f

 

U

I

I

I
'上

I

f

 

l
し
な
い
。
こ

の

當

ロ

な

ブ
S

し

5

料
l

l

s

f

 

f空

當

。
I

s

力
f

 

S

零

I

泛

翁

の

取

$

?

つ
、
あ
る

I

力
で
あ
る
こ
？

確
め

る
こ
1

基
 

か
ぐ
あ
る
が
故 

保

づ

人
I

I

S

常
'f

l

l

A

a

f
料

t

s

に
2

 

J

の

I

s

ひ

、

H

1

し
け
れ

f

.の

今

虽

I

?

秦

時

I

如
i

l

\

マ
ノ
ブ
ス
を

J

人
S

L

#

版
に
は
，

*
p

j

論
の
は
じ
め
に
疑
ふ
々
か
ら
ざ
る

エ
個

の

公

.準
を

揭
げ
、
こ
の

上

こ
公 

弓
な
る
議
論

'

Q
»

礎
を
.置

か

ぅ

ど

企

て

气
日

ぐ

：
ぃ 

r

公

1

、

食

物

は

人

類

の

生

存

に

必

學

で

あ

る

ざ

云

ぷ

こ

'̂
。 

♦

一

ぶ

大

 
f

 
f

 f

 
s

 I

I

I

 

露

I

氏
,

性
您

カ

殆

んn

る
.

又

は

少

ぐ

ど
.も

そ

れ

焚

類

1

殖
親

象

に
麓

を

及

擎

程

な

言

る

こ
ど
は
あ
る
ま
い
。
平
均
的
な

.肉
體
的
健
康
を
備
へ
た
あ
る
人
ロ
が
性
愁
滿
足
の
機
會
を
常
に
求
め
つ
ゝ
あ
$
ビ
す 

れ
ば
.そ
の
人
口
の
増
加

_

が
そ
れ
が
可
能

S
な
つ
：れ
時

#
に
：顯
著
で
あ
る
ベ
き
こ

VJ.

は
容
易
に
馆
划
せ
ら

1
る
。
可 

.故
な
ら
ば
マ

レ
ノ
サ
ス
に
取
っ
て
は
姓
交
は
可
能
的
に
生
殖
に
結
朵
し
ね
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
入
ロ
の
：超
過
的
增
加
倾 

:向
論
は
第
：I

に
性
慾
の
恒
常
、
第
二

'に
そ
の
生
殖
苡
の
自
然
的
關
係
”
の
上
に

立
っ
た
。

:ぃ
第

-命
題

の

示

す^?
ろ

は

入n

增
加
の
極
限
で
あ
る
が
，
こ

Q.

極
限
は
事
實
亦
人
ロ
數
決
定
の
M
.準
？
し
て
乍 

•;
0
す
る
や
否
や
。
も
し
單
に
そ
れ
が
觀
念
上
の
極
限
で
あ
っ
て
人
ロ
決
定
は
他
の
：も
0
に
ょ
る
ミ
す
る
な
ら
ば
こ
の 

命
題
は
一
の
生
理
學
的
或
生
物
學
的
法
則
た
る
ょ

&
以
上
の
價
値
を
持
た
な
い
こ

S

Rな
A
一
 
定
數
の
人
ロ
あ
る
に 

於
て
考
へ
ら
れ
得
る
經
濟
上
の
問
題
に
つ
ぃ
て
何
等
直
接
な
交
渉
を
持
た
な
.い
で
あ
ら
ぅ
。
こ
れ
を
明
か
に
示
し
て 

.第

.ナ
命
題
の
人
口
原
理
€
し
て

0
僙
値
を

{疋
め
る
の
が
第
1
.
:
ー
命
題
.で
あ

る

-°

條
タ
句
を
#'
略
し
て
，、
:;
:
:
#?|
*
の

:*
合
に
は「

食
樣
の

«
加
ほ

#
や
入
ロ

0

«

 ̂

で
あ
る」

-----第
ャ
|和

題
は
人
ロ
が
刻
々
現
實
に
社
龠g

現

象

ど

し

て

其

數

を

：決

宠

せ

：ら

れ

っ

-
> あ
る
關
係
を
示
す
。
人
口
が
食
料
を
超
^

::
じ

で

增

加

し

能

は

ざ
る
こ
く
は
第4

命
題
に
i

っ
て
示
^
れ
た
が
、
今
こ
Q

命
®

は

、
-
人

口
が
常
に
食
料
の
水

準
, ; 

達
し
な
か
ら
し
か
も
超
過
せ
ざ
る
こ
ヒ
を
明
：不
.し
"

食
料
が
：單

£■挪
念
.的
僧

：加

極

^

で

な

ぐ
て
事

實

の

決

定

尺K
で
' 

あ
る
こ
^

を

確

め
る

gp
一
 

命

題
の
み
：で

は

食

料

のみ
を
計

量

し

た

：だ

け

で
A
 
ロ

を

推«

す
る
，」

ど
は
安

否

相
ド
f 

す

る
か
、.
第
一一

命
題
で
明
に
な
る
。
M-
に
、
.
.兩
者

、の.中
何.
れ
が
"が
.主
.要
で
あ
s

.

€

す
れ
.鍵

：|

」

命
題
を
推
す
。
第
一 

命
題
か
ら
第
ニ
命
題
に
展
開
し
て
行
く
爲
に
新
な
補
助
御
念
电
必
要
と
す
る
け
れ
ざ
も
後
者
：は
そ
の
：ま

、
で
#
に 

前

者

を

含

ん

：で

居

る

-。

：

然
し

*Q

疋
兩
者
の
關
係
は
第
典
命
題
#

中

心

ど

し

な

補

肋

細

係

に

あ

：
る

。
.而

し

て

一そ

ぬ
11
-

筇

ニ

十

一

卷

(

八
一
五
；

)

マ

？

ス

人

ロ

原
;|
:
の

本

鹪

 

第

：
六
.
飙

九

ご

ー



锻

ニ

十
5
 

(

八

I

s

マ

ル

ザ

ス

人

長

现

の

本

览
 

f

说

$

係
の
中
に
置
か
れ
た
時
に
、
第1

命

題

裏

料

：I

る

抵

抗

義

は

I

ニ
^
^
^
^

f

 
し 

二 
つ 

0 

^

 ̂

^

#

s

a
 

A 

n 

 ̂

 ̂

 ̂

r
e 

 ̂

1

T 

A

d 

§

 

0 

0

0

rt

 

f

 

i

 

.

<

p

s過
的
僧
S

處

が

こ

：れ
に
事
實
化
さ
含
ゐ

.る
。
.，4

上
鹰
性
s

s

f
つ
て
明
f

れ
る
。 

そ
れ
は
輕
氣
體

f

つ
上
腿
f

等
し
い

-
輕
氣
體
l

o

s

s下
方
t

l

多
ぐ
の
ガ

n
0 [
i
給
が
I

 

1

組
を
な
し
、
容
器
の
上
部
の
真

I

方
に
動
か
す
時
は

I

ょ
I

給

に

差

て

忽

ち

着

を

增

加

し

、

I

 

:

下
方
に
W
し
返
せ
ば
ガ
ス
は
供
給a

か
ら
下
方
ね
逃
t

意
內
の
量
を
忽
ち
減
少
す
る
。
人
口
に
本
性
f

 

f

^
 

^
 

^
 

 ̂

^
 

t

 

T
 

6

0 

, 

!

i

第
舊
命
題
は
明
に
こ

S

叢

理

8

2

方

法

蕩

制

し

て

人

藝
 

來

4

ん
が
爲
の
政
策
を
I

す
I

け
で
あ
る
。
そ
れ
は
第
I

I
の

兩

命

題

の

囊

：的

考

察

で
あ

る

。

原

理

：の

本

？

运

い

：。

例

へ

ば

顏

の

馨.為

れ

f

 

I
上

D

S

S
し

，<
妨

言

ぅ

け

る

だ

け

で

あ

る

,

丨

. 

秦

結

局

マ

ル

サ

ス

がI

ど

し

て

費

ロS

の
S

求

め

た

も

の

は

人

n

數
決
定
の
原
理
で
あ
つ
た
。

マ
ル
サ
ス 

の
叙
述
こ
ォ
を
諮
し

1ご
命
題
こ
れ
を
明
示
本
名
。

マ
ル
サ
ス
が
5

1

る
議
論
め
®

f

し
て
赞
い
た
も
の
次 

數
I

I

理
で

5

た
。
S

人
ロ
數
I

が
如
何
に
行
は
れ
る
か
で
は
な
い
。
そ
れ
が
食
？

ょ
つて

；
:

•;
:

は
れ
る
こ
ど
を
內
容

I

る

疆

I

石

：
。

人

.

.
ロ

 

I

料
に

I

て
制
限
せ
ら
れ
、
又
通
常
は
食
料
の
f

l

M

五

先

づ

本

質

觀

の
'

i《

：

.

,

v
 

:

:
'

'

マ
ル
.ザ
ス

の

人

口

原

理

が

食

料

な

る

：概

念

，に

て

代

表

せ

ら

れ

.る
生
，活
資
料
ど
し
て
見
た
る
.財
一
般
•を

主

動

S
す

る

 

■
:'
..;人口數決定原理を：

して、之の爲に傘備

.さ

.れ
た

及

之

か-ら
導

き

出

.さ

れ

た

諸

命

題

の

有

機

的

一

澧

で 

あ
る

^
の
考
へ
A
は
、
さ
S
に
* ,
-
げ
た
ヮ
ク
ナ

I
の
本
質
舰
にf

致
す
る
。

7-
グ
ナ
ー
は
マ
ル
サ
ス
の
食
料
な
る
用 

:

語
を「

國
民
所
得」

も
し
く
は
其
同
類
の
用
語
に
變
ベ
た
だ
け
，で
あ
る
。
彼
は
か 
> 
る
態
度
を
以
て
マ
ル
サ
ス
人
ロ
原 

:
:
理

に
於
け
.
，
* 

&名
泛

良

ー

吞

は

の

何

た

る

や

を

判

^
し
^
且
そ
の
刺
斷
は
疋
し
い
^
彼
は
か
ぐ
て
マ
ル
サ
ス

1:
^
 

;
し
て
本
質
論
的
評
價
を
與
へ
る
權
利
を
持
つ

0」

_

;
■'
;

>
ダ
ナ
ー
の
本
質
觀
ビ
必
然
的
に|

致

し

な

け

れ

，
ば

な

^
な
く
な
つ
た
私
は
、
當
然
彼
の
も
の
以
外
の
種
痛
に
屬 

す
ブ
本
質
®
丨

は
反
凿
し
な

W
れ
ば
な
ら
な
レ

Yr
^-
に
立
つ
。

私

は

こ

れ

を

明

承

し

で

以
て
諸
先
生
の
叱
言
を
得
る 

'

0
機

^
し
た
ズ
思
ふ
。

:

丨
同
樣
に
人
ロ
數
決
定
原
赳
な

6
ど
談
め

.̂
が

、
ら

其

決

定

の

主

動

を

人

-ロ
增
加
倾
询
に
對
す
る
豫
防
的
妨
害
，に
歸
す 

:
る
デ
ィ
ー
ッ
ル
等
の
說
は
フ
グ
ナ
ー
的
本
質
觀
主

.張
者
一
以
外
.
の

マ

ル

ナ

ス

說

信

泰

者

の

大

部

分

に

ょ

つ

て

支

持

さ

れ
 

.:
■;
;

.る
"
殊
に
其
中
の
.ニ
つ
の
_
耍
な
る
派
は
>
其
豫
防
的
妨
寄
を
鍊
に
：道
德
的
抑
制
な
办
：ミ
す
る
.純
正
.マ
ル
サ
ス
派
气 

:
こ
れ
に
人
工
的
她
娠
調
節
を
も
舍
ま
し
む
る
新

.マ
ル
ナ
ス
派
ミ
で
あ
る
。
等
し
く
前
者
の
中
で
も
，
新
マ
ル
サ
ス
派 

(t
反
對
す
る
程
明
に
こ
れ
を
主
張
す

.る
も
の
ビ
、
こ

•
を
默
認
す
る
も
の
ビ
が
あ
る
。

.
こ
の
本
質
舰
が
マ
,

サ

.ス
の
第|

命
題
を
認
め
て
ゐ
る
£
ぜ
は
^
さ
れ
て
な
ぐ
：て
も
明
か
で
あ
る
0何
故
な
ら
：ば
、 

如
？

る

翼

0
豫
防
的
妨
害
で
も
，
第
.十
命
題
に
あ
る
が
如
ぎ
食
料
の
絕
對
的
制
限
；S

る
か
ら，

名

考

■へ
ら
れ 

る
炉
。F

あ
る

0
仍
て
，
人
口
は
食
料
の
制
限
の
饊
圍
肉
で
豫
防
的
妨
害
校
ょ
^
て
決
定
せ
ら
れ
る
ビ
す
れ
ば
ニ 

桀
ニ
十一

怨

(

八一.

七3
:
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マ
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M

l
 

っ
の
^
会
が
想
像
さ

.

れ

る

，
0
ぐ

豫

防

的

妨

害

の

效

果

：が
.丁
度
贫
料

0
限
界
.線
^
に
"
ま

で

人

ロの

樹

加

を

何

龙

な
 

も

し

め

る

程

麗

S

各
場
合
、
及
び
そ
れ
が
食
料
の
：限
界
線
の
以
下
に
人
ロ
撥
浦
を
抑
止
す

I

撖
極
的
で
I

 

.場
合
、
こ
れ

S

る
。
：前
者
な

I

第

r

命
題
は
人
口
僧
加
上
位

_

實
上

S

界

I

I

っ
て
.第
：ニ
命
s

m
 

想
し
て
奮
上
の
人
ロ
增
和
の
邊
性
を
肯
定
し
其

.
果
：は
プ
.グ
f

s

f

一：
致
す
る
が
、
後
者
な
ら
ば
そ
れ

'集

に

概

宝Q

i

蕾

S

る

ば

か

名

人
S

S

I

S

に
S

實
5

S

S

S

料

以

外

？

£

て
の
豫
防
的
妨
害
の
作
用
に
ょ
っ
て
中

途

さ

れ

，
る
：
こ
i

l
.

か
1

.

グ

す

的
W
察
品

反

ノ
な
け 

れ
は
な

ら

な

い

。而
し

て
何
れ
の
場

合

を

產

し

て

も
打.
克

ち

雛

き靈

，上

の

.顔

があ
る
。

第

T

>
前

者

の

場

合

の

愈

味

な

ト

ビ

す

れ

ば

ゝ

そ

れ

は

事

實

一

に

：
於

て

.は

.食

，
料S
同

，
じ

こ.
，
 ̂

.

即

ち

食

料

：
ど

同

等

の

： 

規
制
作
用
を
、
豫
防
的
に
行
っ
た
方
面
か
ら
馨
し
た
こ
.ど
に
な
る
か
ら
、
第
一
命
題
を
人
ロ
數
決
定
鐘
の
一
部

. 

:

£
て
I

.
得
る

S

時
に
、
？

命
題

I

文
字
通

I

し
5

人
口
決
定
原
難

^

:

せ

證

命

題

は

I

さ
れ
る
？
何

S

れ
ば
，
豫
防
的
妨
寄
が
、

マ
J

ス：-

の
對
象

5
し
又
ユ
ト

ピ

ァ描
寫
家
な 

ら
さ
る
^
の
辱
者
の
#
警

し

な

る

條

#
下
に
於
て
、
薄
弱
な
々
e
は
云
へ
こ
れ
だ
けQ

效
果
を
充
分
に
®
し
て
人 

;:
n
過
剩
を
抑
北
す
る
場
合
に
は
，
積
極
的
妨

S

人
ロ
«
節
作
用
ど
し
て
働
ぐ
除
地
が
な
I

る
や

ぅ
に
.見
え
る

o

第
三
，命
題S

響

は

：

妨

隻

蠶

的

馨

q

兩

雰

其

當

篇

.芻

d

っ
.T
:顧
的

に

人n

醫

每

ふ

こ
I

あ

る
0
人

口

は

：
其

海

在

の

.
性

質

持

緻

的

で
あ
£

食
料
は
使
用
：さ
れ
る
都

f

に
新
に
'生
康
さ
れ
る
必
要

一
 

S

る
。
故
に
適

f

る
人
口

S

料
の
急
減
に

ょ

っ

て蠢

，」

I

合
こ
れ
を
望
す
る
も
の
は
豫
防
的
妨
害

I

ぐ
i

極
：的
妨
I

 

t
。
奢

な

i

者
は
■

が
な
C.

£
第
三
命
題
修
正
兩
者
を
認
め
て
の
前
者
の
決
定
主
動
論
は
主
動
論

^
,し
て

成

立

：し

#

な

い

o

兩
者
を
認
め

/2
兩 

:

卜
者
の
狹
定
主
磡
論
な
ら
戒
立
し
得
る
が
、
そ
れ
は
人
口
は
全
て
の
妨
害
に
よ
つ
て
妨
害
せ
ら
る
ど
の
一
つ
の
游
環
% 

，ぃ
證
に
墮
す
る
で
あ
ら
5
0 

,
':
1

,ハ

:
第
二
、
.後
者
の
場
合
の
窟
味
、

：

即
ち
人
口
增
加
の
倾
向
が
食
料
限
界
線
の
以
下
に
抑
止
さ
れ
る
場
合
、
な
ら
ば

、
.

I
第

；
ー
：
命

題

は

堪

に

人

ロ

僧

加

0
槪

念

上

の

上

位

極

限

.ど

な

り

隨

つ

て

第

ニ

命

題

ど

の

關

係

を

失

ひ

且

第

ニ

命

題

邡

否 

定

さ

れ

る

テ

ィ

ー

ッ

::
-
ル
.及
大
多
數
の
同
樣
主
張
者
の
據
る
論
法
で
あ
る
。
食
料
の
抵
抗
の
み
に
よ
つ
て
抑
±
せ 

:

ら
る
べ
き
人
ロ
增
加
倾
向
の
上
應
性
が
哲
定
せ
ら
れ
て
、
人
ロ
は
食
料
以
外
の
意
味
の
豫
防
的
妨
害
に
よ
つ
て
規
定 

M :
.
:l

れ
る>

>
|

中
心
點
I

I
る
タ
第
三
命
題
は
肯
f

れ

る

け

れ

か

、

る
明
瞭
な
る
第

一

一
命
題
杏
定
.を
.以 

;て
ャ
ル
サ
ス
を
說
か
ん
ど
す
：る
は
全
ぐ
非
論
理
的
で
あ
る
0

M
に
第
一
の
場
合
の
批
評

^
同
じ
や
ぅ
に
、
豫
防
的
妨 

;:
: «

の
み
で
：は
免
何
な
る
場
合
に
も
調
制
に
主
動

^

な
る
こ

S
は
出
來
な
い
。

,

ー̂

し
人
ロ
增
加
が
妨
害
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
な
ら
ば
、.
豫
防
的
妨
漭
の
方
が

«

極
的
即
ち
事
後
的
妨
寄
よ
ヶ 

'も
巡
に
よ

I

ぐ
人
格
價
値
感
情
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ら
ノ
前
者
が
選
ば
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、
か
、

I

然
り
，
 

ぎ
向
は
人
ロ
決
定
股
理
が
作
用
し
た
結
果
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で

”

M
理
そ
の
も
の
の
的
容
で
は
な
い
。
そ
れ 

::
は
人
|1
0
の
か
、
る
場
合
に
於
け
る
價
値
判
斷
の
法
則

'的
に
一
矩
の
表
は
れ
で
あ
る
意
味
に
お
い
て
原
理
そ
の
も

の
.：

S 

法
則
的
に
關
係
す

.る
ど
沄
は
れ
得
る
が
、

.そ
れ
は
明
に
原
理
以
後
に
屬
す
る
。
原
理
を
考
へ
た
あ
ど
に
は
じ
め
て
考 

::
へ
ら
れ
得
る
の

.で
あ
る

:0
I

を
考
へ
た
？

で
、
豫
防
的
妨
气
殊
に
掏
へ
ば
道
徳
的
抑
制
が
マ
ル
サ
ス
說
の
特 

.

あ
ぅ
最

I

れ
た
點
で
あ

f

云
ふ
な
ら
い
、
が

"
そ
れ
が
理
論
的
本
質
で
あ
る

VJ

云
ふ
こ
ビ
は
出
來
な
い
。
，

:
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第
一
命
題

0
み
を
支
持
し
て
他
に
は
修
疋
|

張
し
つ
、
マ
ル
サ
ス
を
信
奉
す
る
I

は
マ
ル
サ
ス
說
を
以
て
、 

ロ
數
增
M
極
限
の
.原
f

 

l
す
る

こ
S
に
な
る
，_

こ
れ
最
後
の
本
質
雛
で
ぁ
る
。

も

し

人

口

鐘

が

人

S

決 

宠
に
は
W
係
な
ぐ
只

I

增
加
，極

限

の

繁

を

與

へ
る
だ
け

I

ば
、

人
口
數
は
何
に
ょ
つ
て
決
定
さ
れ

や
ぅ
ど
す 

る
か
？
.
マ
T

ス
は
こ
れ
に

答
へ
な
か
つ
た
こ
ど
に
な
る
。

故
に
こ
の
論
者
は
殆
ん
.
|
て
人
ロ
數
決
定
の
主
動
を 

豫

S

妨
鹆
に
求
め
る
第11

の
本
質
觀
を
も
つ
。
た

V
雨
者
の
相
違
は
、
前
者
は
明
に
第
二
命
題
の
修
疋
を
唱
へ
て 

其
主
販
の
內
容
を
讓
的
に
し
た
の
に
、
後
者
は
多
分
こ
れ
に

氣
づ
か
ず
、

第ij

命
題
を
そ
の
ま

、
に
し
て
非
論

a 

を
敢
て
す
る
に
ぁ
る
。
然
し
な
が
ら
前
者
が
か
、
る
觀
察
を
以
て
本
質
觀

>

」

す
る
に
於
て
間
遨
は
可

^
も
大
珂
小

$
 

M
飞

ョ

見

ょ

フ

A

ス
の
上

B
9
月
文
に
は
人
ロ
汉
定
原
现
な
る
も
の
が
遂
に
答

へ
ら
れ
な
い
で
ぁ
る
エ
ル
ス

パ
タ
|

£
极
的
扣

f

以
て
中
心
點
？

ど
主
張

(a. 

a. 

o
'
s
.

 

n

}し
て

頗

る

明

瞭

に

第

二

の

本

質

觀

の

誤
 

り
に
陷
つ
て
ゐ

.る
。 

•

R
o
b
ert  M

althui.  beh

fu:lt:so
m

it,in
.  aliem

...  W
esentlichen  

rech
t!

:

ソ
グ
ナ

I
は
忠
實
に
且
大

s

に
マ
ル
サ
ス
の

w
e
s
e
l
e
s

 

I

f

て
こ
れ
に
判
斷
を
與
へ
る
こ
ど
に
ょ
？

(

最
も

f

マ
ル
サ

S

價

の

簾

I

し

1

不
幸
に
し
て
他
の
學
者
が
此
馨
臂
傚
は
ず
、

f

忠
實
且
虛

t
 

 ̂

ッ
グ 
T

Q

S

を

探

參

し 
f
 
の w
o

の
み
を

？

、

f

 

<名
を
揭
げ

5

れ
る
自
己

S

察
の
表
？

し
た
。

I

s

騰
し
て
何
等
有
益

I

結
る 

の
生
れ

f

t

?

 

S

。 

I

フ
ダ
ナ—

の
本
質
觀
の
正
し
き
こ
ビ
ど
、彼

の

評

勞

疋

し

き

こ

5

別
問
題
で
あ
る

。
,
Vダf

ス
入
口
原
I

批
.

評
ど
し
て
別
に
論
す
ぺ
き
そ
の
こVJ

の
以
藤
に
、
批
評
す

.べ
き
對
象
の
何
な
ヶ
や
を
定
め
V
鮮
窗
按
象
の
愚
を
綠
这 

さ
ざ
ら
ん
が
爲
に
な
さ
れ
た
こ

0
考
察
は
人
ロ
學
說
錯
雜
の
今
日
無
用
な
ら
ざ
る
を
信
ず
る
。
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